
目次

先導的な省エネ住宅・建築物に対する支援事業

(イ主宅・建築物省CO2先導事業等) 説明会

補助資料

1. プログラム一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 1

2 住宅・建築分野における省エネE省C02対策について(省エネ対策の動向と関連制度の概要) 一 一 一 3

3. 住宅・建築物省CO2先導事業の概要一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 11

4. 住宅R建築物省CO2先導事業評価の考え方と今後の期待一一一一一一一一一一一一一一 17

5. 住宅・建築物省CO2先導事業採択事例の紹介一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 35

6. 建築物省エネ改修推進事業の概要一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 57

独立行政法人建築研究所

一般社団法人日本サステナブル建築協会



 



先導的な省エネ住宅・建築物に対する支援事業(住宅・建築物省CO2先導事業等)説明会

~ゼ口・エネルギー住宅・建築物を目指して~

プログラム

く広島会場〉

-日時:平成24年3月22日(木) 14:00-16:00 

圃会場:広島国際会議場「ダリヤ」

・主催:独立行政法人建築研究所

一般社団法人 日本サステナブル建築協会

・共催:国土交通省

-プログラム (敬称略)

14:00 開会

1 .住宅・建築分野における省エネ・省CO2対策について

国土交通省中園地方整備局副局長西尾信次

2.住宅・建築物省C O2先導事業の概要

独立行政法人建築研究所専門研究員加藤未佳

3.住宅・建築物省CO2先導事業評価の考え方と今後の期待

住宅・建築物省CO2先導事業評価委員会専門委員

独立行政法人建築研究所環境・防火研究グループ長津地孝男

4.住宅・建築物省CO2先導事業 採択事例の紹介

(1) C I ean & Green T 0 D A B U I L D I N G 青山

(2)省C O2型低層賃貸住宅普及プロジェクト

(3)地域循環型ゼロエネルギー住宅/山口・福岡モデル

5. 建築物省エネ改修推進事業の概要

戸田建設株式会社

積水ハウス株式会社

株式会社安成工務庖

一般社団法人 日本サステナブル建築協会青笹健

6. 質疑応答

16:00 閉会
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説明会資料

住宅・建築分野における省エネ・省C02対策について

(省エネ対策の動向と関連制度の概要)

国土交通省

平成24年3月

曾 国土交通省
曜理担盟四圏直盟理置

住宅・建築物分野における省エネ対策の基本的方向 ー 国土交通省

O 家庭部門・業務部門のC02排出量は増加
-家庭部門 127百万t(1990年)→162百万全(+26.9%)(2009年 )

・業務部門 164百万t(1990年)→216百万t(+31.2%) (2009年)

【エネルギー起草IC02の部門別構成】
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〈出典)環境省担置発査費料r2009年度{平成21年車)の量室効果ガス排出量(確定置)についてJ(2011.4.26)
京都信定書目撮連成計画(2008.3.2的

両面ミお玉三工五二漏ら丙示同一一ー"ー・・四ーー-----------------1
...11I11! ・相周 子鯛 ・開用1 ・助力闘明宇和 i 

25% i!:!ー 一 一 I! 0軸 20怖 働 側 蜘 1附 i
出典)ヱネJレギー・経清続計要覧(2011)

、，幽・・・・・・・・・・・・・E・E・-------------ーー・ーー----------ーーー司ーーーーー・・ーーー--，'
O 新築住宅の省エネ判断基準適合率

・新築住宅に占める省エネ住宅の割合は、平成20年度までは、 1審IJ-2割程度で推移
していたが、住宅エコポイント制度の実施等により大きく上昇。

【新築住宅における省ヱネ判断基皐適合率の推移】
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.C02排出削減対策の基本的方向

。ー住宰4建築物の省エ刻ヒ

・大規模建築物の省エネ基準体系の見直し

-省エネ基準適合義務化及びその工程を検討

・省エネ性能等の表示(ラベリング等)による「見える

化」の促進

0_裏生現能主長lk;毛二fJ)J尊A
・太陽光発電や、太陽熱・地中熱の導入を推進

0_既存~ó~';[2対策

i-=補助、税制等の支援による省エネ・リフォームの推進

0_ヨゴコ土tタlk全体を通じt::.C.02挽出削減

・建設から維持管理、廃棄・再利用等までライフサイク

ルを通じたC02排出削減

.C02排出削減対策の進め方
o C02排出削減と快適性等の間接的使益の実現

・快適性や健康性、知的生産性の向上など間接的便

益の「見える化」の推進

O 住宅・建設市場の活性化

ト 付加価値向上による住宅・建訟産業活性化と中小事

難者への配慮等

O 国民、 事業者、行政が一体となったハード・ソフトの

-ハードの取組みに加え、住まい方や使い方などのソ

フトの取組の推進 2 



住宅・建築物分野における省エネ対策の取り組み 曾 国土交通省

住宅・建築物に関する省エネルギー・省C02への取組み

経済産業省、国土交通省及び環境省が連携して、有識者、実務者等から構成する『低炭素社会に向けた住まいと住まい方推進

会議Jを設置し、住まいのあり方や住まい方について、省エネ・省C02の推進方策を検討中。・C02排出削混対策の基本的方南
住宅・建築物の省エネ化

・大規模建築物の省エネ基準体系の見直し

-可法主主縫君主E君主み建築物全体での一次エネ

・省エネ基準適合義務化及びその工程を検討

濯諜得思鰐欝饗F謀議志望実
・省エネ性能等の表示(ラベリング等)による『見える化」の

促進

既存ストック

対策

-補助、税制等の

支援による省エ

ネ・リフォームの

推進。

住宅・建設市場の活性化

再生可能エネ
ルギーの導入

-住宅・建築分野に

おいて活用余地の

大きい太陽光発電

や、太陽熱・地中熱

の導入を推進。

ライフサイクル全体を

通じたC02排出削減

eLCCM(ライフサイクル・カー

ボン・マイナス)住宅の普及

等により、建設から維持管

理、廃棄・再利用等までライ

フサイクルを通じたC02排
出削減。

-快適性や健康性、知的生産性の向上など

間接的便益の「見える化』の推進

・住宅・建築物の省エネ化を通じた高性能

化、付加価値向上による住宅・建設産業

活性化と中小事業者への配慮

国民、事業者、行政が一体となった

ハード・ソフトの取組の推進

-ハードの取組みに加え、住まい方や使い

方などのソフトの取組の推進

住宅・建築物の省エネ対策の強化に関する支援策

0環境・ストッヲ活用推進事業 (平成24年度予算案 173.1億円 {うち日本再生重点化措置 23.1億円))
司中小工務后等が取組むゼロ・エネルギー住宅に対して支撮を行うとともに、省C02技術(断換、依備、自然エネルギー等)の普及啓発に寄与する先導的な住宅・建築物プロジェウトや建築物の省エネリ

フォームに対する支媛を実施。
※東日本大震災からの復興において、省エネ対療を促進するため、民間事業者等のゼロ・エネルギー住宅等の被災地プロジェウトを支援.(平成23年度第3次補正予算 10億円)
O住宅エコポイントの再開 (平成23年度第3次補正予算 1，446億円(環境省分含む)) 

=住宅市場の活性化と住宅の省エネ化を推進しつつ、あわせて東日本大震災の復興支援を図るため、本年7月末に終了した住宅エコポイントを再開
Oフラット35Sの金利害l下If帽の拡大〈平成23年度第3次補正予算・159億円)
司優良な住宅に係るフラット35の金利を引下げるフラット358について、省エネルギー性が優れた住宅を取得する場合の金利引下げ帽を鉱大
0住宅の省エネ改修に係る所得税・固定資産税の笹除等 3 

環境・スb-~ク活用推進事業 H24年度予算案:173億円(うち日本再生重点化措置額23億円)

H23年度第3次繍正予算・10億(被災地における省C02先導事業)、 H23年度予算 160億円

住宅・建築物の省C02化を一層促進するため、環境・ストック活用推進事業において住宅のゼ口・エネルギー化推進事業を

創設し、ゼロ・エネルギー住宅等の普及促進を図る。

①住宅のゼ口・エネルギー化推進事業【新規】※日本再生重点化措置

高性能設備機器と制御機構等の組み合わせによる住宅のゼロ・エネルギー化に資する住宅システムの導入、

中小工務底におけるゼロ・エネルギー住宅の取組みに対する支媛(国土交通省・経済産業省共同事業)

【主な補助対象】ゼロ・エネルギー住宅とすることによる働かり増し費用相当額等 【補助率】1/2(補助限度額165万円/戸)

②住宅・建築物 省C02先導事業

省CO2技術の普及啓発に寄与する住宅・建築物リーディングプロジェクトに対する支援 | 
【主な補助対象】先導的な省C02技術に係る建築構造等の整備費、効果の検証等に要する費用等 【補助率】1/2

③建築物省エネ改修推進事業

エネルギー消費量が建物全体で10%以上削減される建築物の省エネ性能の向上に資するプロジェクトに対する支援

【主な補助対象】省エネ改修工事に要する費用、効果の検証等に要する費用等

『ーーーー 〈住宅のゼロ・エネルギー化の取組みイメージ〉 ーーーー--:r 

圃ゼロ・エネルギー住宅
住宅の躯体・2量備の省エネ性能の向よ、再生可能エネルギーの活用等により、年間での-).)1エネルギー消費量が
E健 fネ、ソト】でぜ口叉l土趨ねゼロになる住宅。
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【補助率]1/3

〈建築物の省C02妓術導入の取組みイメージ〉

@新レい建築外度の導入
d可圃周司r-I巧九ゐ
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住宅・建築物省C02先導事業 平成24年度予算案:173億円の内敏

省CO2の実現性lこ優れたリーディングプロジェクトとなる住宅・建築物プロジェクトを広く民間等から提案を募り、

支援を行うことにより、住宅・建築物における省CO2対策の強力な推進を図る。

リーデインク、プロジェクトの実施

新築 11既浮の改修 11マネジメントシステム整備等

〈想定される提案倒〉

0エネルギーの有効利用

-太陽光、太陽熱、風力、地熱等の
自然エネルギーの有効利用等

O高効率な熱源システムの導入

.複数建築物聞の熱融通

-燃料電池システムの導入 等

Oエネルギーの使用を効率化する

システムの導入

-エネルギー消費量の見える化等

O地域特性に応じた取り組み

-気候風土を活かした設計手法等

O建設・解体時等における省C02化

・国産材・天然乾燥木材の利用等

(学識経験者による評価の実施)

京陽光蝿竃パ制レ

組込ガラスIJ

0光ダクトシステA
の事入 自 由

一l巴::::;'--11 ~ 
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平成24隼度予算案 :173億円の内敏

建築物の外壁や窓の省エネ性能を向上させるとともに、効率性の高い空調・給湯設備への更新等を行う省エ

ネ改修事業を公募し、工事費等の一部を補助することで、既存建築物の省エネ化を推進する。
※更なる省エネの推進を図るため、省エネ改修を契機にエネルギー使用量等の計測に取り組み、継続的なエネルギー管理

や省エネルギー活動を実施することとしている。

【事業要件】

O事業の要件

-建物躯体(外壁・窓、屋根等)の省エネ改修を行うもの

・建物全体において、改修前と比較して10%以上の省エ

ネ効果が見込まれること
・エネルギー消費量等の実態を把握する計測を行い、 継

続的なエネルギー管理、省エネルギー活動に取り組むも
のであること等
O補助対象

工事費、設備費、エネルギー計測に係る費用

O補助率 限度額
1/3 5，000万円(設備部分は2，500万円)

【応募・採択の実績】

建築物省エネ改修推進

応事事件数
平成20年度

約1810件
(H20.12.26-H21.1.29) 
成21年度第1回

約120件
(H21.5.25-H21.6.25) 
平成21年度第2回

約220件
(H21.8.11-H21.9.25) 
平成22年度第1固

約520件
(H22.3.5-H22.4.16) 
平成22年度第2困

約840件
(H~H.1 6-H22.9 . 15 ) 

平成22年度第3回
約590件

(H22.12.1-H22.12.22) 
平成23年度

約460件

…
一ω
一…
一山
一世
…

約370件

約300件

応募件数 保択件数

平成20年度
第1困 (H20.4.11 -5.12) 120件 10件
第2回(H20.8.1-9.12) 35件 10件

平成21年度
第1回(H21.2.6-3.31l 46件 16件
第2固 (H21.7.15-8.25) 52件 20件

平成22年度
第1回(H22.3.5-4.9) 49件 13件
第2回(H22.8.16-9.24) 42件 14件
第1固 (H23.5.12-6.30) 39件 12件

平成23年度 |第2回(H23.9.9-1O.31) 35件 12件
第3回(H23.11.30-H24.1.20) 29件 21件

合計 447件 128件

採択事業の内訳】 T 
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

合計
第1固 第2回第1固 第2固 第1固 第2回第1回第2回第3回

建築物 4件 5件 8件 9件 8件 8件 4件 6件 2#154件|

新戸建住宅 4件 3件 。件 5件 。件 3件 3件 3件 19件|岬 |
築 戸建・

0件 日件 。件 1件 0件I0件I0件I0件I0件I1件集合住宅

集合住宅 0件 。件 2件 2件 2件 0件 1件 1件 。件 8件

改 住宅・ 1件 1件 4件 1件 2件 1件 2件 。件 。件 12件
修 建築物

マネジメント 1件 1件 1件 。件 1件 1件 1件 2件 。件 8件

銭術の積極 。件 。件 1件 2件 。件 1件 1件 。件 。件 5件

計10件10件 16件20件13件 14件 12件 12件21件128件
※辞退を除く、全般部門及び特定被災区犠部門のみ。平成21年第2回の戸建工務 7
庖対応事業に採択された3件l立、戸建住宅に含む。

公募・予算の範囲内で事業内容に応じ、採択-省エネ改修の実施・工事費等補助

O躯体(外皮)の省エネ改修
.屋板・外壁等(断熱)

-関口部(複層力.ラス，二重サル等)

.日射遮蔽(庇ルーハ.一等)等

0高効率設備への改修
・空調、換気、 給湯、照
明、昇降設備

OAfter 

-圃
エネルギー使用量の計測・報告

継続的なエネルギー管理や省エネルギー活動を実施
8 

-6-



平成24年度 事業概要 他 国土交通省
一一一一←一一一一一-一一一一

ペ 住宅のゼロ・エネルギー化推進事業 i 
事業内容については現在検討中。決定次第、周知を行う予定。

Oスケジュール

平成之生年壬~且壇 裏集開蛤予定 ※予算成立を条件とする、第2回公募は予算状況により判断。

住宅・建築物省C02先 導 事 業

平成24年度は、平成23年度の方針を踏襲して募集を行うが、以下の点について積極的に評価するものとする。

Oスケジュール

平成24年4月頃 裏集開始予EF ※予算成立を条件とする、第2回公募は8~9月頃を予定。

0評価のポイント

-j度及性の高い中小規模ブロジ工クト、地方都市等におけるプロジェクト、共同住宅プロジェクト、躯体や建築計画よの工夫を

きめ総合的に行う改修ブロジヱクトの積極的な応募に期待する。

-ゼ口・エネルギー建築物や街区、地域のゼ口・エネルギー化、につながる取り組みを積極的に評価する。

-戸建住宅については、ゼロ・エネルギー化に加え、 資源循環・地産地消などを含むしCCMの観点からの取り組み、住宅とEV
等の自動車との連携による省C02対策など他分野との連携による取り組みを積極的に評価する。

-平成23年度第3回募集にて創設した「被災特定区場部門」は廃止とするが、新築・改修とち被災地からの提寮については積

極的に評価する。

建築物省エネ改修推進事業
E 

可，

平成24年度は、平成23年度と同権の方針で募集を行う。

Oスケジュール

平成24年4月頃 裏集開始予定 ※予算成立を条件とする、第2回公募は予算状況により判断。

0参考 :昨年度の探択基準

要望額が予算を超えたため、 事業要件を満たしていることに加え、以下の探択基準により探否を決定。

①躯(本政修について、改修割合が高いものであること。

②設備政修を行うものについては、設備区分別のエネルギー消費量等をより詳細に把握するものであること。

住宅エコポイントの再開

住宅市場の活性化と住宅の省エネ化を推進しつつ、あわせて東日本大震災の復興支援を図るため、本年7月末に終了した住宅エコ

ポイン卜(※)を再開する。<再開後の制度を『復興支援・住宅エコポイント』と称する。>
(槻燈単到てC納税憎瞬時t荏嘩鞠j~駒田明当l干熱~~似顔粉庫融

※平成24年1月25日より申請受付開始

く工事内容>
①省エネ法のトップランナー基準(住宅事業建築主の判断の基準)相当の住宅
②省エネ基準(平成11年基準)を満たす木造住宅

(なお、太陽熱利用システムを股置する場合I立、ポイントを加算)

工コリフォーム
平成23年11月21日~平成24年10月31日に工事着手したもの
く工事内容>
窓の改修工事、外壁、天井・屋根文は床の改修工事

宙開四回円相r<:"ー「 エコリフォームに併せて、以下の工事等を
行う場合は、ポイントを加算

: [ バリアフリー工事 |¥ 

師ガラスへの交換 I • : [ 省エネ住宅設備の設置

守・ :[ 耐震改修工事 l 

天井の断熱改修 l 、
リフョーム臨鰍 への加入 l 

(*)第3次補正予算案閣議決定日

-商品支換

-ポイント敏

工コ住宅 の新築

被災地の経済活性化を進めるため、主主災地のポイントをその
他地域の倍に。

被災地 ，戸当たり 30万 P
その他地域 " 15万P

※太陽勲利用システムを殴賞する場合、 2万Pを加算

工コリフォーム

省エネ改修
工事内容に応じて2千-10万P

バリアフリー改修(5万P限度}

工事内容に応じて5千-2万5千P

省エネ住宅段備段置(太帰無利用システ
ム・節水型トイレ・高断然浴槽)
一律2万P

リフォーム環疲保険加入
一律1万p

耐震改修 15万p

1戸あたり

30万Pが
限度

別途加算

・ポイン卜の半分以上を被災地の特産晶・被災地への義援金など被災地支媛商品に交換。
・残りのポイントは、環境配慮商品(工コ家電や公共交通繊闇利用力一ド、 環境配慮企業の商昂等〉への交鏡、追加工事への充当、

環境警附に利用。

-7-
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認定 低 炭 素 住 宅の促進のための特例措置の創設 〈所得税、登録免許税、個人住民税〉曾 国土交通省

高い省エネ性能等を有する住宅の普及を促進するため、認定低炭素住宅に係る所得税、登録免許税、個人住民税の特例措置
を創設する。

ため、都市における温室効果ガスの排出
を抑制していくことが喫緊の課題

→都市を構成する住宅・建築物の省エネ化等を促進することが重
要

E・E墨画幽歯車車幽幽置置

住宅の省エネ化等を促進するための措置として、所管行政庁に

よる省エネ性能等の認定制度を創設することを予定
<「都市の低炭素化の促進に関する法律案J>

【認定低炭素住宅のイメージ】
※太陽光発電等の創エネについても評価

できる基準とすることを予定
主詩

高効率給湯総

省エネ法の省エネ基準に比して一次エネルギー消費量が企10%以上となる

こと等、住宅の低炭素化のための措置が講じられていることを求める。

-・E通過適量面温E

匝蚕函 |個人住民税IH25.12.31まで

住宅ローン減税制度の控除対象借入限度額の引き上げ

居住年 控除期間
住宅借入金等の

控除率
年末残高の限度額

平成24年 10年間 4，000万円(一般住宅3，000万円) 1% 

平成25年 10年間 3，000万円(一般住宅2，000万円) 1% 

※ 控除額が所得税額をよ回る場合は翌年度の個人住民税額から

控除(最高9.75万円)

|登録免許税IH26.3.31まで

税率を一般住宅特例より引き下げ

所有権保存登記:0.1% (本則0.4%、一般住宅特例0.15%)

所有権移転登記・0.1%(本員IJ2%、一般住宅特伊~0.3% )

【所得税・登録免許税の納税額の例】

特輯適用聾の輯続甑

所得税(ローン減税 10年分) I 34.6万円

掛免許税(保存聞紙 4問円

計 39.4万円

※住宅価格約2，700
万円、住宅ローン借

入額約3，200万円(土
地代含む)・返済期間
35年、年収800万円、

記偶者+子供1人と
般定

省C02・省エネルギーに係る補助事業の概要等についだ 曾 国土交通省

【建築物】 CH24年度予算成立が前提〉
ーーーーー，ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー園、

新築 l リフォーム
「ーーーーーーーーー?ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー由ーーーーーーー→ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

! 日 住宅・建築物省C02先導事業

;( 先導 J: I 先導的取組に係る費用:1/2以内 l 改修費 :1/2以内

(評限員会) 先導性博工ネ基準 i 先導性+省エネ騨 (改修部分)

l 圃 J

rr------1 

[ 要件適合 l ~

※その他、環境関連投資促進税制〈グリーン投資減税〉がある。

-8-

l 建築物省エネ改修推進事業 1 ~ 
改修費+計測費 :1/3以内

建物全体で省エネ率10%以上、
躯体政修 ・エネルギー計測等



省C02・省エネルギーに係る補助事業の概要等について， 曾 国土交通省

【住宅〕 (H24年度予算成立が前提〉
「ーーーーーーーーー寸ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー守ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『

新築 l リフォーム

! 日 住宅・建築物省C02先導事業

:t 先導 J: I 先導的取組に係る費用:1/2以内 l 改修費 :1/2以内

(評甲子会) 先制+省エネ基準 i 先導性+省エネ基準(改修部分)

可 l

I ~ : f 住宅のゼロ・エネルギー化推進事業

掛かり増し費用の1/2以内

一次エネルギー消費量 l慨ね(ネット)ゼロ

!l i | 住宅工コポイン卜， 1 ~ I 被災地30万ポイント l 

: I要件適合 1;I その他15万ポイン卜
最大30万ポイン卜

l i| トップランナー基準相当の住宅l ~r~~~-'(~~11 ij:i;)' ''~ii;~~iìS6 断熱改修、 バリアフリー改修等 ノ!¥. 省エネ基準(平成什 年基準〉を満たす木造住宅

ーーーーーーーーーー」ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー_....ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

※その他、認定値炭素住宅の促進のための特例措置がある。
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住宅・建築物省C.02先導事業の概要

国土交通省

平成24年度の募集について 白

平成23年度の事業内容を踏襲して募集を行う予定

ーーーーー圃圃園田園・園田園・・圃ーーーーーーーーーーーーーーーー園田・圃ーー・圃・ーーー・園田圃園圃ー園田・ーーーー園田圃回世・圃・圃園田園園田園ーーーーーーー・・『

1 .事業の要件

・省エネ基準に適合するものであること

-プロジェクト総体として省C02を実現し、 先導性に優れるもの

であること

・平成24年度に事業着手するものであること等

2 補助率

-設計費、先導的技術に関する建設工事費、マネジメントシス

テム整備費、技術の検証費に対する1/2以内

※非住宅は、「全般部門」と「中小規模建築物部門」に分けて

募集、 規模に応じた取り組みを評価する

t
lA
 



-~ 

回事業概要(その1) 

1 .趣旨

国が省C02の実現に優れたリーデ、イングプロジェクトとなる住宅・
建築プロジェクトを公募で、募り、 評価委員会での評価結果に基づ

いて国が採択、整備費等の一部を補助し、支援する0

・ 特に、東日本大震災後の厳しいエネルギー供給の状況下で

住宅・建築物の省C02対策をさらに徹底して追求することが
必要不可欠となっており、こうした問題意識にたった実効性

の高い応募を期待
=今特定被災区域のプロジェクトは 復興における波及性等

にも配慮して評価

・ 全国の多様な省C02対策を促進するため、 波及性の高い中
小規模プロジェクト、地方都市等におけるプロジェクト、共同

住宅プロジェクト、改修プロジェクトなどにも期待

事業概要(その2) 巴

2 事業の要件

①省エネ法の住宅・建築物の省エネ基準を満足するもの
=今新築提案は、省エネ基準に適合(住宅を含む)
=今改修提案は、当該部分が原則省エネ基準に適合

②プロジェクト総体として省C02を実現し、 先導性に優れている

プロジェクトであること
コ個別技術だけでなくフロジェクトとして総合化された

ものとして評価
コ 先端性・先進性、波及性・普及性の両面から評価

③ 平成24年度に事業着手するもの
=令実施設計又は建設工事に着手
=今遅くとも着手の翌年度には補助対象の出来高が発生

するもの

円
''U



事業概要(その3) 日

3.対象事業

①住宅・建築物の新築
②既存の住宅・建築物の改修

③省C02のマネジメントシステムの整備
④省C02に関する技術の検証(社会実験・展示)

4.補助対象

-設計費*

・先導的な省C02技術に係る建築構造、建築設備等の整備に
要する費用

-省C02マネジメントシステム整備、効果の検証等に要する費用

*先導的な省C02技術に係るもので国土交通省により認められたもの

5.補助率:1/2以内

対象事業と部門 E 
【事業の種類】 【建物種別】 【部門】

① 住宅建築物の新築 甲 建築物(非住宅)同 A 一般部門

B.中小規模建築物部門
(概ね5.000ni以下)

トT-fA 共同住宅住宅

B.戸建住宅

②既存の住宅・建築物 阿 建築物(非住宅)凶 A 一般部門
の改修

B.中小規模建築物部門
(概ね5.000ni以下)

③省C02のマネジメント
システムの整備 IY住宅 什イ A.共同住宅

④省C021こ関する技術 l ~ B.戸建住宅

の検証

円
ペ
リ



中小規模建築物部門の概要 回

(趣旨)-新築・既存建物の相当程度の割合を占め、

今後の省エネ・省C02対策の波及・普及が

期待されている中小規模の建築物における

省エネ・省C02対策の促進を支援するもの。

(対象)・延べ面積が概ね広O附以下の建築物*

・省エネ基準を超えた省エネ性能を実現する

省エネ・省C02対策に加え、中小規模建築物

における省エネ・省C02対策の促進につながる

取り組みを評価

*最大で1万fyf未満の建築物まで、を想定
*全般部門とは区分し、規模に応じた取り組みを評価

参考:採択事例の概況(1) 日
年度別の応募・採択件数(平成20'"-23年度※)

120 r-

100 r--

霊80 r-

60 

40 

20 

0 

4

・・・
n
M
M
 

no 
n
H
M
 

74 

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
※戸建特定部門、特定被災区域部門を除く

-14-



参考:採択事例の概況(2)

採択事例の地域分布
(非住宅、共同住宅計76件※)

日

b 

〈北海道〉

建物用途

・街区(複数棟)

・事務所

・学校

・ホテル

・共同住宅

-複合用途

・病院

・商業施設

・研究所

・その他

~çP<P 

'" 

勺 ，.jp

<>d • 
• く福岡県〉

-J 

く埼玉県〉・/・/・

く東京都〉

、0;;

〈静岡県Lく神奈川県〉 ・....... ・・/・/./・........ . 
く愛知県〉 ・ .. . 
・・/・・/. ・・・• ※複数場所にわたるマネジメントや技術の検証等を除く

く佐賀県ト• 
. 。

参考:採択事例の概況(3)

採択事例の立地場所
(戸建住宅計986件※)

回

〈宮崎県〉

08件

〈鹿児島県〉

01件

c?q 

。 一般部門

O 戸建工務底部門

・ 建売戸建部門

。"jP

。d
〈大阪府〉

@ 17件

o 12件
• 26件

〈兵庫県〉。9件

o 10件• 

〈富山県〉

02件.2件

〈石川県〉・1件
〈福井県〉

08件 d

〈青森県〉.3件

〈岩手県〉

o 10件
〈山形県〉

01件
〈福島県〉。4件

02件・2件
〈群馬県〉

015件

〈栃木県〉。2件

02件.2件

'i). 

※平成23年9月現在の

竣工、着工数

〈山口県〉

@ 3件

06件

〈広島県> <鳥取県〉

@ 1件・ 5件

o 1件 〈岡山県F・17件 0 6件

〈福岡県〉

@ 6件
o 15件

• 20件

〈佐賀県>. 

@ 2件 .J，.
03件 ω

く熊本県〉。1件

o 18件

〈大分県〉

02件

恥

件

恥

件

件

梨

8
野
刊

5

山

長

く

O
く

0

・

、

/

〉

県

件

件

件

舵

件

件

E
P
-
-
l
g
9
0
 

制
か
び
ι
?

倒

か

ω

恥

件

件

件

恥

件

件

阜

4

m

5
重

4

5

岐

三〈。0
・〈0
・

、/

恥

件

件

岬

件

件

良

ね

4

歎

8

4

奈

和〈。。〈
。.

〈茨城県〉。9件

o 12件・5件
〈鰭玉県〉。25件

o 9件・93件
〈千葉県〉・124件 。 28件

〈神奈川県>0 10件。19件・ 68件

o 8件・42件

戸

h
d



回参考:採択事例の概況(4)

採択事例の建物用途別の採択件数
(平成20-.，23年度合計約

30 

25 

口新築 口改修

口マネジメント 口技術の検証 | 住
2 

20 r-

515 
10 

4 

2 
22 

n
L
 

司
'
』

n
o
 

d---1
 

4

・・・
4

・・・白
羽

L
「tυ 

。
8 

2 

街区複合事務所商業ホテル病院学校研究所その他共同 戸建

(複数棟)用途 施設 住宅住宅

※戸建特定部門、特定被災区域部門を除く

参考:採択事例の概況(5) 日
採択事例の建物規模別・地域別の採択件数く非住宅>
(平成20-.，23年度合計※)

n
u
n
o
n
O

』
斗

n
，ι
n
u
n
H
U
G
U

』
斗

n
t
n
U

η

4

4

1

4

1

唱
』

4

1

4

1

森
川
写

口三大都市 口その他

5 
12 

14 

4 

12 

7 7 
4 

-1万ryf 1-5万ni 5-10万nf 10万nf~
※特定被災区域部門を除く
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住宅・建築物省先導事業|

評価の考え方と今後の期待|

iI先導事業としての評価の考え方 l 

~採択事例にみる先導的省e<<eJ;対策イ~

3 平成~年度募集における期待 l 
1 

ウ

t
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--採択事例にみる先導的省C02対策の例目

・全国各地での特色ある取り組みに期待し、採択事例の中か広
以下の観点で対策例を紹介

D 地域の特性を活かした対策
①地域の特性を踏まえた省C02指向の建築計画

②地域のエネルギー・資源の有効活用
③地場産業等と連携した省の波及・普及

6ユーザーの省~e];行動を誘因する対策
①テナントやユーザーの気づき・行動を促す工夫
②省~行動のインセンティブを創出する工夫

(3)波及・普及への工夫をこらした対策
①省~:E対策を水平展開する工夫、仕組みづくり
②街区・集団的な取り組みによる波及、普及

※他の対策例は、建築研究資料IU..tJ.1~サイトで、公開)や
技術紹介資料(本日配布)を参照のこと

-21 -
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D 地域の特性を活かした省tIO対策の例目

①地域の特性を踏まえた省~指向の建築計画l

-寒さ、暑さ等を踏まえた l 
建物の断熱性能や日射遮蔽性能の向上 l 

・地域の気象条件、建物の立地特性等を活かしたl
パッシブ、デ、ザ、イン l 

・地域の歴史・文化・伝統、地域材などを l 
省C02rこ活かすための建築計画的な工夫 等 l

11 
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D地域の特性を活かした省~対策の例目

②地域のエネルギー・資源の有効活用l

-再生可能エネルギー、地域特有の未利用エネルギーの|
有効活用 | 

=今太陽エネルギー、風力、小水力、雪氷、 | 

地中熱、地下水・井水 ・ | 

・地域に賦存する天然資源リサイクル資源等の | 
地産地消による有効活用 | 

=今地場産天然ガス、廃棄物(ごみ、古紙等)、 | 

地場産間伐材等のバイオマス、水資源 | 

13 
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6 ユーザーの省行動を誘因する対策の例 目

①テナントやユーザーの気づき・行動を促す工夫E

-エネルギー使用量等の見える化・見せる化 | 

=今建物特性を活かしたエネルギーマネジメント | 

=今 Web表示等のユーザー参加型の仕組み | 

=宇多様な見える化の試み | 

(年間・月別使用量、ピーク値・瞬時値の表示等)

・ユーザー行動の継続を支援する仕組みづ、くり | 

=争関係者による省エネ協議会等の体制整備 | 

コ複数世帯の競争、比較の仕組み | 

=争長期、あるいは多面的なコンサルティング等 | 
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CASBEE-戸建鰐価員資絡を有する弊社独自の省エネ診断員による居住後の省ヱネ・コンサルティングによって、省エネ生活の実行性
向上のための30年間の省エネ・コンサルティングを実施。 A-Bのデータを用い、下記①~④のコンサルティングを行なう。

①地E事温暖化問題、住宅の性能・暮し方、省エネ繊器の知機を持った専門家が鯵断
②各家庭に合わぜて、オーダーメイドの対策を提案

【夏・冬の暮し方ガイドブック】を聞い、気候やライフスタイルに合わせた省エネ慢寮
③各家庭のエネルギー使用量や光勲賞、 C02排出量をわかりやすく分析し対策を提案

年間どこで、どの程度のエネルギーを消費しているのか、などを分析する。
⑥すぐに実行できる具体的な対簸から操業

A:月ごとの光聖書費を記入する環境家計簿と、実際の生活スタイルを抱窪するためのアンケー卜

B:高峰能省ヱネナピによる、エネルギー消費データの回収と分析

C:室内外気温センサーによって得られた遺書事データの図収と分析

30年間の長期優良住宅の維持
係会計画に基づく点検待に
省エネ診断を行なう

省エネ生活の続続した実効性の向
上を図るために、自社独自の省エ
ネ診断を、長期優良住宅の定期メ
ンテナンスである 1/2/5年の定
期点倹時に組み込む.
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マルチベネフィット

会-ゅ→ ー

| 活かす l 

B@日

仲間と .ト;

会
インセンティブ

: 唖 . ・圏内クレジット
・エネルギーパス

省エネ競技会 | 
H20年~22年省C02先導事業ー
の成果を活用し、比較する事で 3

更なる効果合借金
...，・a・・・・・・......・・.............・・・・.')・』

比較・表彰

-・・・・・ー・ー・........・ e・・・・・・・・・・・・・・a・a・.....・...・・・・・・・........・・ ・ー・・・・・..............・........・

6 ユーザーの省C02行動を誘因する対策 目

②省~.];行動のインセンティフ、を創出する工夫E

-テナントの省エネ活動に対するインセンティブ|

=字ポイント制度、テナントの競争 | 

=字国内クレジッ卜制度の活用 | 

=今光熱費の課金制度の見直し等 | 

-住まい手の省エネ活動に対するインセンティブ l 

=今見える化と連動した料金制度の工夫 l 
=今ポイント制度 l 
コグリーン電力証書、圏内クレジット制度の活用l

(街区、複数世帯分の一括買い取り等-

~ 
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計量と課金

-料金単価をリアルタイ

ムに見える化

-料金インセンティプと

の組合せにより、デマン

ドをtllJlil

G GC会員(マンション居住者)

専用ポータルサイト等でのプログラム開催告知 1 

1・エネルギー使用量の入力代行 J 
共用郷パソコンによるコンシェルジユサービス): 

支媛
・アンケートをもとに省エネ行動の

アドI~イス

環境行動促進プログラムへの

参加を支援

参加

1・グリーンポイントの付与 l 

グリーンポイントのメリット

.植樹などの環境活動に寄付

・阪急グループICカード ド <-~~ 
rSTACIAJ活用 I!."!副市

.阪急グループで利用可能な

ポイントに交換

-(eIeTI董週亘lItl重重量E量直E・
辺境行動マネージメントシステムの登備

省エネ行動促進プログラム

. rたかっき環境家計簿」による

月次エネルギー使用量チェッヲ

・省エネ行動アンケート など

省エネ情報講習会

・マンション盤備機縛のお手入れ

.高槻市の環境関違授業

※家庭での一年間のエネルギー使用量
からCO.排出量を算出し、一年前との
比較ができる。市民から送られたデー
告を市が集計し、結果を公表する.

たかっき環境

家計簿の提出

ー霊彊置・・・ 環境関連の

出張授業開催

口
H
U

円
ノ
臼



M 波及・普及への工夫をこらした対策

①省-対策を水平展開する工夫、仕組みづくり

-本社から支社、グループ施設ヘ、
類似する業態の他庖舗等への波及

コパッケージ化した省[jIeJ;技術の水平展開等

-省[eIe];対策が課題となっている施設等への波及l

=今躯体や建築計画上の工夫を含む l 
総合的な省エネ改修の波及普及の工夫 l 

=今中小テナントビルへの水平展開 l 
=今省C02型賃貸住宅等 l 
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財団法人北海道環境財団
{どさんC02(こ)・ポート週曾)

-小口の案件を集約し、

大固化して買い手と
マッチングする機能

.売り手のPR機能

道内事務所ピJIt
第1号案件
を目指して
ボートと連携

省C02推進協議会

『見える化~n制御』の活用
啓蒙と提案

PM会社

テナント

潜在需要の高い中小テナントピルへの省∞2化普及促進

【保有ピ島・管理ピルへの展開】
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寸.ι
・高い入居率を継続
・高い家賃設定による早期の初期投資回収

-31-

4・ι
・地域の自然環境を保全する社会貢献
.良質な街並みを形成する地域貢献
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緩衝害派遣/省エネルギー 1 4 j 
のための運用il!l書等提寮 V 

全??で エリアエネルギー
マネジメントの概念図

社会貢献・C02商IJ滅
量の確保 CU2排出量の算定

C02削減量管理・保liE

地場工務庖が連携・協同する仕組みづくり 11 
〈京都省エネ住宅研究会〉 11 

省ヱネ住宅研究会_1
|京都型省CO2住宅モデルハウスの活用|

発信力強化

検駆結果の

活用 ・情報発信
信頼獲得

|省CO2技術の共有|

|省CO2建材の共同購買|

郊外、周辺部を中心とした取組

出
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これまでの取組み

j意践啓発の取組み i

ヨ空ceE事CS亘亙
{ 鱗 去三mmJL語取ら

v e…co2~ J 

.-平成~年度募集における期待

被災地の復興を始め、 . 

全国の多様な省-対策を促進する積極的な応募に期待

(例えば)

O波及性の高い中小規模プロジェクト、 地方都市等の

プロジェクト 共同住宅プロジェクト

0躯体や建築計画上の工夫、波及・普及の工夫などを

含めて総合的に行う改修プロジェクト

0学校など建築物のゼロ・エネルギー化、街区園地域の

ゼ口・エネルギー化につながる取り組み

O戸建住宅におけるLCCMの観点からの取り組み

O住宅とEV等との連携など他分野との連携 等
e! 
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省C O2先導事業採択事例の紹介
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震々算要ブ"'iOi:ョ=プYI、とツルJ

※2010年(平成22年)6月29日着工
2011年〈平成23年)3月末 銭工

-戸田建設の自社事業
〈設計・施工・管理運営〉

・中規模テナントオフィスピル
(床面積:3，755ni) 

建築観要

・所在地 :東京都港区赤坂8丁目5醤34号

.繍造規模 :8造地上8階建

・敷地面積 623.71 rrl (188.67坪)

・建築面積 512.39 rrl (155.00坪)

-延床面積 3，755.01 rrl (1，135.89坪)

・貸室面積:2，719.55 rrl (822.66t:j!) 

l[二己j

日

工QD8~B~UILQI~G王室山_ 01 
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工ODà~BUILDI~G_~雪→山. 02 
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3・8階平面図

2階平面図

3・8階事務室

2階事務室

1階工ントランスホール

竃山L 04 

-環境目標

① C02排出量 C従来の事務所ピルの※平均値に苅し)40%削減

※2009年版(財〉省エネルギーセンター算出値:2 3 0 3 M J 1m .年
〈平成9~17年に調査した一般的な事務所ピルのエネルギー消費量〉

② CASBEE評価 :

(建物の環境性能の評価で最高ラジク)Sランクの獲得

※CASBEE:建築環境総合性能癖価システム

③省エネルギー性能評価 :

CPAL/ERR最高ラジク〉 段階3-3の性能

PAL:建築物の断熱性能に関わる基準〈省工ネ法〉

※建築物の年間熱負荷係数 :25%以上削減

ERR:建築設備の省エネ性能に関わる基準

〈東京都建築物環境計画書制度〉

※設備システムのエネルギー消費の僅減率 :

35%以上削減
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2008年版

CASBEE認証 Sランク取得

CBEE値二4.2)

2010年版

CASBEE認証 Sランク取得

CBEE値二3.4)

<̂ SBEE建築許制認証書

SsJア-Hョt'J"'，陣式会怯 CASsY.Jl:lll・国必毘同
属"に怠ヲ'H価した節感 CA縁日区民巳.る錨第思嶋..

n忽"・掛鉱帽で"る.忽11.し曾す

岬価 sランク

****女

• z・・.: SBIAQCk-・"・・・1‘E
n党総句1111 : 2・t・・12112211・・.・ TOI)，¥BUII.DlliC"tll ・2 ・ 寵a・・....正.tTUIω・E.. . ... : '"・E曝a・・aエz包

代a思..~腿...1: .三

"・:uu:St : I“ '偏向・ .‘草川8・
a・・軍配鍋.:20". . -・ 2・'....:1113・"

(;0111111町一III J:C~l"!
SØI 可r_.'"オ!.I.，.，・oUift，~

"""".小lh.氏

<̂ SBEE'建築評価認証書

SIIIT-，..夕刻骨リ・4縄式会ItC，¥lJOド.:I!M'“"'"・a
.胞に錫づ".衝した・Oll!.C.-¥SD!a:に.る健康思梅胞の
伎鯉岬幽明.であ~~... t.ます

評 価 sランク

***合唱骨

~ ・s;nI.¥QC民一・"・・・ 1.11
国間判・H 刷 川.."・・ TonAnllll.DII'W If山

• a ・・ 司複::au，(o&:単川'"・・1
ホ . .. ・"'"‘式会"

It;ll:UnlUf Itl 尚一4

・・・I:au.>>‘'
w ・・ n _・nutJJI
W 恒三'ー今: CAIHlr:I;-1“2・.. " .鯛-・ I~ .3 J1 3 ・ H

目評価結果 ;5251Z即

TODA BUILDING青山 dバi;ω'..;1lO!1

E評価結果 E
TOOA BUILDING青山

Ĉ、UEE..
E官官官!富M:I:__'"
. " . .劃叫咽

S旬N 事タ，υ，，.d・a・包

工QDà_B~UllQI凶Gー青山. 06 

• TODA BUILDING青山で採用した r50の環境配慮技術」

NO 探用項目 f心 !i用項目

重:，団富圃 盲目瞳
01 Lrt.v-Eガラスの嗣

IJ拘置蝿 02 ダブルスキンによるB封負荷括滅
工平J~ギー 量曹の艶員輔副個

26 自動制割・申史E視の尭賓 (BEMSの事入)

自$1エネルギー利庖 27 E上里克燭光尭置 14α氾kwh/~
出・掴置園

03 デシカント空ln草の障周
空買1111蝿

盤置システムの高姐軍拡
28 重量聖克屠}幌置((五時銅).2α泊kwhl年

勉事的軍用

04 鱈置盲レベJ~ 性脂u' :43dB以下 29 自彊揖買

00 関口511盲陸銀JP :T-2以上 30 自担露崎

06 界218 ~RlJP : D-45以上 31 先タクト〈量光利用}の控圏

m ゾーン掴空圃暢劃 32 ~I'it付置釦ブラインドEよる昌克利用

08 75Q.ぷ馬車の瞳匝 33 ~附け置劃ブラインドによ畠日射遣置

ω 。畏E掴匝量Eよるα)2&掴 34 ナイトIトヲ 〈ζもっE量買を直則E揮買〉

10 ウィルス篠宮壇翻柑フィルターの民局 35 λ直也ン哲一照明〈トイレ)

11 圃割空調天井システムの揮用 36 人elU世一眼鋼〈事醤書簡明のソーニンク)

廿ーピス掴飽 掴館腔
12 実井高の橿量 37 租周限度補正〈事畠璽)

耐用住・圃圃性 13 隠居の圏直 38 量売利用Eよi>!1の照明郎翻
~..畦・聖斬性 14 側面甚置の咽入 39 タプルスキンからの'"貫輔入〈霊園の空調画商量減〉

15 パリアフリー 40 '"貫通園

16 自由l/j高，，~フィヌプラン 41 高鍋事tt，ケーヲ

17 量賂曹Irlililし長町画(股憧スペースの11'l) 42 抽申艶ヒートポンプ(航草地中盤利用)

聾~圏構 呈咽圏構の匝主と創出
18 E上雄也 43 園中期ヒートポンプ(;1()>市-J~地申艶利用)

〈置園内) ま61lIJ-11への配電 19 盟薗雄也 44 I!E揖下の圃拘・配置畏のI/JIIt;
抽国世 -rl:1ィへのlilII 20 地上揖 I~ 45 重圧置の園長盛岡

置車・マテリアJ~ lJ(1置嘩置
21 IDllCIl!置く畠師事聖}の需用

墨田園員間開 n 臨時酷畠(ハイパー煙草自動車控〉の匪掴
量出'"田園 文質汚畢防庄

46 高11:のII!'l内坦置

111・臨劃'1阜の也止 47 題11:刷用〈揖む割への阻lJ()

23 再主将の揮周
光曹の剛副 48 福志利用Eよる昼上からの揮艶同副 (1上への睡11:)
且曹 SIa阻曹の銅制

24 エコ'JーブJ~の提周 重量軍瞳Iitの担曹 49 題串I!I

25 リ哲イヲJoVPの腕
国掴インフラへの負荷捌制

50 睡置盲111の俣眉

07 
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主石r皮算l!iJI8Ni紛. 

屋上緑化 藤 ~
屋根薗の-8ilは屋上録fむを行い
直射負帽を髭減

島制御 高値 ミ

窓のヲ忠商に亀島1フラインド聖位
置することで西薗の日射の.，.
E愚大胆即え、空調期串と侠適
性在護保

星光利用制御 ・
E間の鳴るい窓陪エリアは照明
在自制的に聞光

ダブルスキン
カーテンウ方ール 嫌 ミ

L白，，-Eベアガラスとと琶に、
遭遇型克白血光発電パネル在フp

廿ードデザインに鼠周すること
で、事濁所側11らの娘望在確隠
しつつ、窓薗からの日射の抑制
在図る

雨水貯留摺4事
麗根から旗本し疋雨水在貯留し
て屋上 ・震函館iむの敵本に奇知
剥周

サッシユ遮音性能
性髭LP43<氾以下

高世露草ザッシユの採用により、大量
りにiliVl::d置で色目。母住宅地
担毘の信曹UペJしを置惇

人感センサー ・
入品ないエリ苅曙覇陵1311119に
少L局〈菅ることによる宙エネ

• 
8F "'1ll1! 

摩曹E
7F 

8F'"濁童

写言語蛮
5F 

'"濁宣4F 

.肉_..lll宣

品世剛司孟剛ー・・由.% 
2F'"易.

界壁遮音性能
性能UP 0-45以上
事話所の間仕切望として、 E
下町盲がほとんどEにならな
い遮音性能

LED照明しED密導灯 .
畏曹命 ・省電力G.lLED領明在
具用部に鰐周

-透過型太陽光発電パネル

外観デザインと調和したシースルータイプの太陽光発電

薄膜系アモルフ?スシリコン太陽電池モジュール

年間推定発電量 :2.'α)()kWt-】/年
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省エネ空調システムミ
ーデシカント空調採用
-冷暖フリーマルチの探用
ワイ}~^際去也舵付フィ
ルヲー白置

[高炉セメントの使用件 ]

I B即時入 ミ 圃 ] 

太陽光発電システム~
E上に太陽光パネル在股置

党ダクト ・4
屋上自ら光ダクト在僅って窓
のないELVホール噂に自黙な
克陽光を殴り入lh8申の照
明電力悟漏に配慮

絹射空調システム
(2~務室〉 ミ
倹適性と省エネルギー住華蕪
ね情え疋空調システゐ

地中熊利用.. 
1f(ÿホー)~及び抗吾利用し地
申書E吾2Fの幅制空調天芥シス
テムfこ利用

継続的維持管理

・尚古曹理〈腫薗・壇掃・曹
圃の-l!i曹理)

ー工平ルギー滴圃符住の樋
向沼運・分析

・ 省工平}~ギーのための股
鋼鯵断、1m.軍伝

・畜C02I!湿の歯車と混血
への限り組み

工DDaBUILDI~~]雪一山

-屋上太陽光発電パネル

多結晶シリコン太陽電池モジュール

年間推定発電量 :14.0∞k附/年

工G AB.UILDI~Gj雪山

08 

09 



-ダブルスキンカーテンウ才一ル
外壁をダブル (2重〉とすることで
室内の快適性と遮音性能を向上

【夏期】 ・ダブルスキン内の暖気を霞上部で排気

-電動ブラインドにより日射の制御

【冬期】 ・ダブルスキン肉の暖気で断勲性を向上

-暖気を室内に導入し空調負荷を笹減

工ODlLBυILDIt::J~青z山1. 10 

-轄射天井空調システム (2階事務室〉

天井アルミパネルに冷温水を循頭。

パネル温度をコントロールし轄射熱で快適な空調。

jle 

ズ. 、
¥」一天井轄射パネル

(アルミスパンドレル〉

円

L
A
吐

工QD.ê.~BlJJLQI~B~葦山. 刊



-地中熱の利用

地中の安定した温度(年開通じて15"-'17"C)を利用し定省エネ

• r光ダクトJ (昼光利用〉の採用

内部が鏡面になっているダクトに太陽の光を擦り込み、
反射を利用して自然光を遠くへ届けるシステム。

-43-

-杭の廻りに設置し疋パイプに氷を通し

地中熱を探熱。

-2階の轄射空調の熱漉に利用。

ヒ田トポンプ

車↓間

杭方式地中熱利用(概念図)

館所杭1300φ 深さ CGL-34m)

(杭の断面
イメージ)

工QOaBUILDI~B-]霊山_ 12 

工QDà~BUILQI~G三霊山噌 13 



-その他の環境配慮技術〈抜粋〉
《畷房時.加湿時》

-空調 (3-8階事務室〉

-デシ力ント方式の採用
温度と湿度を個別に制御できる空調方式。

冷房で高めの温度設定でも湿度を下げて快適。

〈空調による電力消費全体の約10%削減〉

-冷暖フリーマルチの採用
空調のゾ一二ングを細かくし、

ゾーン毎に冷房・躍房が司能。

ゾージに応じた無鼠のない温湿度設定。

-人感センサー照明 (3-8階事務室〉

人のいない工リアをセンサーで感知し、

照明を自動的に暗くする省工ネ。

!匂噂一 戸魁正刊町!同室劃肉

窓外へ
l;;|「:R噂⑨主ニゐl 一臨理調軍ニUHド.憲

-・・E宅事S

ぎC02)審議ωg妻と波反 -E反ペの原溜み

維持管理

〈連携〉

①環境ヘルプデスクの設置 :環境や運用に関する相談窓口

②テナント会議の開催 :省C02状況を確認。 更なる工夫。

③省C02の経済メリットの配分:インセンティブにつながる仕組み

④表彰制度:省C021こ苅する優れた提案を表彰

テナント各社〈総務担当〉

工コグコノ;フグメータ3/1のE鮮

-各テナント部分にモニターを設置し

テナント様が実際に使っている

電力量を表示。

-電気代ち分かるので、省エネ意識が

高まります。

-...Jo...:t i':f"".""*":'F.;(~Íl.it iõUlla，~一一…

14 

工QDà_B.UILDI~a]霊山首 15 
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賃貸住宅の現状の課題 K… 
- 低層賃貸住宅(一戸建

て・長屋含む)は日本の全
住宅ストックのうち約2割を
占めることから、民政住宅
部門のC02削減を推進す
るためには無視できない
対象です。

長屋2.

全ストック(約4，828万戸)の建て方内訳
H20住宅・土地統計調査(総務省)

・ しかし、賃貸住宅は一般的にオーナーの資産活用・税金対策を目
的に建設されています。

・ このため、できるだけ初期投資を安く抑え、早期に回収できるのが
良いとされ、性能の低い建物が建てられているのが実態です。

共同中高層

24. 8C3-。

1 

F
h
u
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賃貸住宅の現状の課題 …貨制 裁l
. 一方で最近では生涯を賃貸住宅で住まう人も増えてきていま

す。戸建住宅と同様、省エネで快適・安全・安心な賃貸住宅も
ニーズとしてはあるはずです。

- しかし、このような良質な住宅は初期投資が高くなるため、なか
なか建設されません。

- この状況を改善するためには、一部の建設業者の自主努力や、
一時的な補助金による推進では効果が短期的・限定的です。

- 根本的な改善には、より多くの賃貸住宅経営者と入居者の考え
方を変え、賃貸住宅市場に省C02型賃貸住宅が自然に増える
状況とする必要があります。

本プロジェクトの提案 紅…
補助金により、オーナーにとっての初期負担を軽減し、まずは

1 I世の中に多くの省C02型賃貸住宅を実際に建設します。

2 

亙l次に、このような賃貸住宅
乙 lを建てること、住むことの

メリットを検証します。

3 1:~民訴与すで

3 
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| 省型賃貸住宅の仕様 一 貸 註11
まずは建物・設備で総合的に省エネに取組む

次に太陽光発電を入居者系統に連携する l 
更に見える化モニタ・省エネサポート | 

照明他のC02削減

蛍光灯・LED照明

+ 
太陽光発電

エネルギー消費の内訳
(出典:エネルギー経済統計要覧)

暖冷房用途のC02削減

-El言E曹軍時事E

-E函ttiO)glit

-tr;tヲ~È~:寺泊三EfZff圃

2% 
給湯用途のC02削減

高効率給湯機

入居者メリットの創出 紅…
-省C02の取組みで、入居者メリットを創出する

• 
合

省エネ仕様 創エネ仕様
・次世代省エネ断熱仕様 ・太陽光発電の入居
・パッシブ設計 者系統連係
・高効率設備機器の採用

・期待される効果

• 
省エネ生活サポート
.省エネ見える化モニタ
・省エネ生活サポート

・入居者は快適に暮らしつつ、大幅な省C02効果が得られる
.光熱費削減効果に満足感が得られる
・省エネ生活サポートにより入居者の省エネマインドを醸成
-退去後も、転居先で省C02型住宅を選択することが期待できる

-47ー
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l 地域メリットの創出 町 02fol!li品

-外構計画で、地域環境を豊かにする

地域の景観向上
・周囲の街並みと調和する建物・外構
をトータルに計画
・住棟の向きや、道路からの距離感な
どを眺望等を考慮しながら計画

-自閣を錨ぶ里山ネフ トワーク
地域の自然環境配慮
.高い緑比率

・郷土種中心の植栽(5本の樹計画)によ
る生態系の保全

-期待される効果
・パッシブ設計による暖冷房負荷の軽減につながる
・入居者に自然が感じられる豊かな生活環境を提供する
.地域にとって好感のもてる賃貸住宅となる 6 

オーナーメリットの創出 ι… 
-入居者メリット・地域メリットは、即ちオーナーメリットになる

一
L
E

一一

一
ツ

一一

一

E
J

一

一・・・

ー
ニ

一
メ

…一

一
域

一一

一
地

一一

:
 寸.ι

・高い入居率を継続
・高い家賃設定による早期の初期投資回収

ー・ι・地域の自然環境を保全する社会貢献
.良質な街並みを形成する地域貢献

4・ι
・高い資産価値→適切に管理し続けられ、長寿命となることが期待できる。

長寿命化をサポートする様々な取組み
20年保証、延長保証制度、定期点検、独自の積立制度による計

画的な補修、適切なリフォームの実施など 弓h段階の

その他の取組み | 省C02

部材製造・輸送段階の生産効率化、生産工場・施工現場のゼロエ
ミッション

普及・波及効果
7 
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1 普及・波及のための取組み l 

-本プロジェクトで建設した賃貸住宅の入居者の満足
度・関心度をアンケートや入居率の実績などにより調
査し、エネルギー消費実績に基づく省エネ生活サ
ポートの効果、また地域の相場よりも高く家賃設定で
きること等を検証します。

一般的な賃貸住宅

本プロジェクト仕様の

賃貸住宅
(オール電化+太陽光2kW)

O 100，000 200，000 (円/年)

この範囲内で家賃アップを検討

東京、 2LDK(55m2)、3人家族における光熱費計算例 8 

普及・波及のための取組み …貨問恕

-得られた結果を賃貸住宅経営者や、賃貸住宅経営
をサポートする税理士に対し、公開セミナー.Web媒
体などを活用し広く情報提供します。

-賃貸住宅管理会社と協
カし、賃貸住宅を探して
いる人達に、省CO2型賃
貸住宅のメリットをホーム
ページや賃貸業者の窓口
において'情報提供します。

先進の住宅性能に太陽光発電とオーJ!I電化をプラス
Iシャーメゾン ECOスタイルj。

、j ~
、司ーa・・v

3 ・・・・--ー

ペベ¥

〈芸証発議1azfTFZ+ 才一jレ電化仕後〉と {芸三j~'ii;~在活〉
r~.-J1.ゾン EC。ス，イル15;; 1:1 2タイヲ@俊・を，インァ，ヲ"てい.T. JlJt~""'I::þ. .趣"t"買~，豊司E司U2. .
目前属国問団町時間~ 9 
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-安成工務庖の拠点地図

. 事務所

. モデルハウス

. 木の家づくり展示館

S26年豊北町創業

27，743=今11，479

S59年本社下関移転、

269，169=今242，404

26、765人j成。、

.‘ 1，067，915=今983，235

84、680人減

~D 

人口減少・市場縮小をいち早く感じ取り、 S591こ
本社を下関市に移動、現在は福岡市にグループ社
員の3割を配置し、 4割の売上高を占めるに至る。
地域再生を担う建設業を目標としている。

-51-



-提案プロジェクトのコンセプト

LCCI¥11の取り組みをユーザーが体験しながら、理解と
意識を高め、入居後も継続して省C02住宅を住みこな
していくための学びと啓蒙の仕組みを持つプロジェクト

山

I 酬体験 l仁二二九 工鑓見学 l仁三士ご三三-:〉l僻・完成見学会 l 2 

-提案住宅の性能

-省エネ地域区分=争NまたはV地域
・躯体性能
断熱材=今セルロースファイパー〈デコスドライ工法
関口部=今アルミ樹脂複合サッシ L ow-Eガラス

住宅事業建築主基準断熱区分〈工〉

・自立循環型住宅設計ガイドライン
=今軒、庇、採風雨戸などによる日射遮蔽

・CASBEE戸建評価
=今BEE交交交交 LCC021公安大大

田園開哩哩!I.!L・

-自社開発省エネシミュレーション
i8CO-sh pJ にて光熱費等を試詰了三三 ;~

=今設計段階で確認しながら省エネ仕様を決定す丞コ

円
ノ
臼

Fh
d
 



-提案住宅の省エネ設備

-空気集熱式ソーラーシステム (OMソーラー〉
+ 

-太陽光発電システム
+ 

-太陽熱利用給湯器
住宅事業建築主基準に基づき
C02削減量=今6.08 t /年

ムiん
…:・7…

太田先発電パネル

OMハンドリング rーーーーーーーー、
ボックス lソラ咽耽措 l

l 置優先的に使い志す。 :

!割安な夜間電力で i
iお潜在鴻札まれ ! 
I翌日が晴れと分かつ l
!ている時U、在聞の i
l 鴻き上げ.~少なめ l
iにし、翌日の星間に !

l ソーラーで鴻き上'fi 
l計 ・(手掛作

、ー一一ーー一一ー'

エコキュート

-地域循環の取り組み①~森林体験大分県上津江~

-輪掛け天然乾燥材〈横架坊に使用〉
二今木にストレスをかけず、

ゆっくり乾燥
本来の色艶、香り

機械乾燥との比較
C02削減量=今o.50 t /戸

-貯木揚や製材工場の見学
林業従事者「きやどん」
との交流

内
ペ
U

Fh
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-地域循環の取り組み①~森林体験大分県上津江~
感想をお願いします すs1 j.'K骨折。片手 lニ f利子しfエ e 手や/抑制るかltどめ~iし、 弘/T::. ， 

山内科 iニ?事ぃ付'/1午111 ぎれ-7~19 子ピ 1 :'鷲H.げ~O 守伴葬f・非t 印ふ、μ)B'?下lMfl
オ後析的和人イf止蜘1tユヨイ手脅さ手l(みつい非 11.Hl!凶[;.<ir-.潟市・j、事.(/)持均時E殺 fず
人同制主イっく自殺に出l亦円1.1手ちJ'l.l"~ 者L必ごtれf子C 手ぱ1V'i人命ご閉相l丞Lシj室J*'，れ
1くる赤、 ttH"~ キ 、 防字予MBHfポt和論tち'tM.f;エ卒、奇妙 ~~~Q、 l♂17- 主権 I~科、 'i JP(:~ じー

!コ包主すこィ対sr震i命保字lid烈P(j-.'t附和、ω キリ引で守!(

感想をお願いします

検I州都縁切?，ている議狩の森川 &.ti'k¥.叫が芦原品川
森川京駅オヘじ、切戸、乙夜，)じよ?友 L<J:.羽信えめ草子E牟l)右Iて、'"う乞
いう員特勾が‘宇 1ユ 5ええ~ 1I手レ1，P 

品格¥>-~奇銅色訂サ羽 Z4・、ち J~- J; 'J号ぜらレ¥;¥キピ'0炉、"

l 令回のイペシトについて、どんなささいな事でも括稽です.ご意見 -c.蜜豆.;::怨穏などを

圃植林体験をして、とう感じまレたか?

ムIG) ~ヲミ嘘，のずミ的 l ミ，j，、( "(・ 6昔、7心できたい““¥予

r・.'L ~(め、 1< t: 1主主j主存ラ同フ p フφのまー p.{西宮古 ι'J.-c.i三

ょっ場 j....r.岳山 I~吋忌~ c ~ 1Iヲ ηλ 1-¥~ fj 0 

私(-1-1d'， (.=<. :z;01r f~ 17: D 1-"0-1'1 fL Cい lゼ孔
6 

-地域循環の取り組み②~断熱材と地域通貨~

断然材の製迩エネルギー刷Ul1/rm)

100-700 

900-1400 

-地域通貨による循環型社会の実践

志田 1α国 1政珂

....四""実滞績 留" dlftfa;W三

ー通
(PTA)逗通

匝E

町内@ー由治惨

7 
叫、日本の新しい循環システム

A
吐

「
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-地域循環の取り組み③~端材の再利用~

-自社プレカット工揚の端材を木質ペレットに再利用
二今自社開発の工コタウンの地域集中冷暖房の熱源
=今個別ペレットストーブの熱源

重油および灯油換算
C02削減量=今1. 97t/戸

-地域循環の取り組みの先に-

素材にいかに負荷をかけずに製自がつくれるか。
木材や新聞紙などの資源をいかに無駄なく使うか。
それを考えることでしCC02が少ない家lこなる。

地域循環の取り組みを延長rさ今の人に見学していただく。
これが普及・波及そレ工継君主l』向fJて最も刻果的。
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i| 建築物!省エネ改修推進事業の概要

』 司・・園曹 司開 予「吉 一一 三塁ー 足当 ・停司-'・ーー ・・，....，-...是主~

国土交通省

平成24年度の募集について 日

平成23年度の事業内容を踏襲して募集を行う予定

ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・圃圃圃圃・・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃圃圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・噌

1 .事業の要件
・躯体(外皮)の断熱改修を行うものであること
-建物全体で概ね10%以上の省エネ効果があること
・エネルギー使用量等の実態を把握する計測を行い、継続的な
エネルギー管理等に取り組むものであること 等

2.補助率

・省エネ改修及びエネルギー使用量の計測に要する費用の
1/3以内

3.補助限度額(1事業あたり)
・ 5，000万円(うち設備に要する費用は2，500万円まで)
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(参考)省エネ改修推進事業と省C02先導事業の違い 目

省エネ改修推進事業 省C02先導事業

対象
建築物(非住宅) 住宅、建築物(非住宅)

用途

事業要件への適合状況を 評価委員会がモデル性・先導性
評価の 定型的に確認・審査し、採択 を評価し、採択
視点・ (評価委員会が包括的に評価)

要件 -建築物全体で概ね10%以上 -プロジェクト総体として、モデル

の省エネ効果があること 性・先導性を有するものである

-躯体(外皮)の改修を行うも こと等

のであること等

1/3以内 1/2以内

補助率 |建設工事費(躯体改修費、設備 設計費、建設工事費、マネジメント
補助対象 改修費、計測費) システム整備費、技術の検証費

5，000万円

限度額 | (うち設備に要する費用は

2，500万円まで)

対象事業 日

既存のオフィスビル等の建築物(非住宅)の改修

※当面、住宅(戸建住宅、共同住宅)の募集は行わない予定。

※構造躯体(外皮)、建築設備の省エネルギー改修に関する
ものが対象。

※工場・実験施設・倉庫等の生産用設備を有する建築物の改
修、後付の家電等の交換は対象外。

※要望が予算額を超える場合、省エネ改修工事として総合性
の高いもの、またはより広範囲に詳細なデータ計測を行い
エネルギー管理を積極的に行うものから優先することがあ
る。
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事業の要件

下記の①~⑤の要件を全て満足するもの

①躯体(外皮)の省エネ改修を行うものであること。

②建物全体におけるエネルギー消費量が、改修前と比較して概ね
10%以上の省エネ効果が見込まれる改修工事を実施するもの
であること。(※)

③エネルギー使用量等の実態を把握する計測を行い、継続的な
エネルギー管理、省エネルギー活動に取り組むものであること

④省エネルギー改修に係る総事業費が500万円以上であること。
(ただし、複数の建築物における事業をまとめて提案し、上記事
業費以上となる場合も可)

⑤平成24年度中に着手するものであること。

回

※躯体(外皮)の改修は、見なし省エネ率等による簡易計算も可能

※改修工事を伴わず、計測のみを行う事業は対象外

対象事業者 日

1.補助を受ける者

・補助金の交付を受けて省エネ改修事業を行う建築主等
(ESCO事業者、リース事業者エネルギーサービス事業者等
を含む)

2.提案者

・原則、提案者と補助を受ける者は同一者

・補助を受ける者以外の者が、事務代行者として応募することも
可能(この場合、必ず、 建築主等の補助を受ける者との連名で
応募)

※同一建物で、複数の応募があった場合は全ての応募が無効
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補助額 日

1 .建設工事等に係る補助額(①~②の費用の合計の3分の1以内

の額)

①工事費:躯体(外皮)の省エネ改修工事に要する費用

設備の附帯工事費

②設備費

2.エネルギー使用量の計測等に係る補助額(①~②の費用の合

計の3分の1以内の額)

①工事費:計測機器等の設置に係る費用

②設備費:センサー、データロガー、データ収集・分析等の

エネルギー管理に係るソフトウェア等

3.附帯事務費(建設工事等に係る補助額(国費)の2.2%以内)

補助対象とならないもの 日

1 .建設工事等に係る補助額
-冷暖房器具(壁掛け式ルームエアコン、蓄熱電気暖房機、 FF
式暖房機等)

-浴室設備(ユニットバス、断熱浴槽等)
・調理器具(ガスコン口、 IHクッキングヒータ一等)
-照明器具のうち電球の交換など工事の伴わない器具の交換
.上記に類する建築主が分離して購入可能な後付けの家電に
類するもの

-遮熱シート、遮熱塗料、屋上緑化等これに類するもの
-高効率変圧器や非常用発電機など、「エネルギーの使用の合理
化に関する法律施行令」の第14条に定める建築設備以外のもの
(ただし、建築設備の省エネ改修工事に付帯する工事を除く)

2.エネルギー使用量の計測等に係る補助額
・エネルギー計測・管理の運用にかかる費用(電力費、通信費、分
析費、ソフトウェアライセンス維持費等)

-60-



補助限度額 回

【補助限度額】

建設工事費等に係る補助額、エネルギー使用量の計測等に
係る補助額、附帯事務費の合計額について、
r1事業あたり5，000万円」
(建設工事費等に係る補助額とエネルギー使用量の計測等に
係る補助額の合計額のうち、 設備に要する補助額は2，500万
円を限度)

※エネルギー使用量の計測等に係る「補助対象事業費」
1事業あたり、計測内容に応じて事業費の5-10%

※要望が予算額を超える場合省エネ改修工事として総合性の
高いもの、またはより広範囲に詳細なデータ計測を行い、エネ
ルギー管理を積極的に行うものから優先することがある。

応募の流れ 回一

|事業登録|

門 本事業のWebサイトから、応募者、事業概要等の

基本情報を登録

・対象建物、改修内容が未確定の段階では登録不可

.事業登録時に応募番号を通知

-応募番号通知、結果連絡等のため、電子メールの
アドレス登録が必要

V 

|応募書類の提出 |

応募様式に基づいて提案申請書を作成し、提出
→応募番号を記載、事業登録の画面を印刷して貼付
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参考:省エネ改修事業の応募概況(1) 回

応募・採択件数 (平成20-23年度、提案数ベース)

非住宅

応募件数 | 採択件数 数件択採

四
丁数枠

T募応

H20年度 (緊急促進) 約1，810 約480 約180 約110

. (第1回) 約120 約110 約210 約200

H21年度
目

(第2回) 約220 約200 約300 約280

(第1回) 約520 約480

H22年度| (第2回) 約840 約230
<集計対象>

H21-23年度事業の

(緊急支援)I 約590 約370 応募事例
(非住宅)

.~~~!~.......................... .I. .......~?~~? ....... J ........~?.~?.?. .....J 
※H22年度以降は非住宅のみについて募集

参考:省エネ改修事業の応募概況(2) 日
応募物件の規模・地域 (平成21-23年度計:棟数ベース)
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回参考:省エネ改修事業の応募概況(3)

(平成21-23年度:棟数ベース)応募物件の躯体改修内容
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-複数の躯体の改修を行うものが増加
=今より建物全体で総合的な省エネ改修の提案が多くなっている

・躯体改修は、開口部、屋根・断熱の改修が多い

※複数の改修を行うものはそれぞれに集計

回参考:省エネ改修事業の応募概況(4)

(平成21-23年度:棟数ベース)
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-複数の設備の改修を行うものの比率が増加
-設備別では、空調設備の改修が最も多く、次いで照明が続く

※複数の改修を行うものはそれぞれに集計
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参考:省エネ改修事業の応募概況(5) 日

応募物件のエネルギー計測内容
(平成23年度:棟数ベース)
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複数 単一

-複数設備のエネルギー計測を行う提案が多い
-設備別では、空調設備の計測が最も多く、次いで照明が続く
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